







































































































































































の有力なテーマであるため, これまでかなりの成果が蓄積されている。  










論者は, 地理学や隣接分野における内外の既往文献を広く参照し , 在日朝鮮人の国内
最大の集住地である大阪市生野区を中心とする一連の論文を刊行してきた。本論文は
それらをまとめた重厚な成果であり , 日本における外国人集住地の研究を大きく前進














































 なお, 本論文は, 京都大学学位規程第14条第２項に該当するものと判断し, 公表に
際しては, 当分の間, 当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを
認める。 
 
 
 
 
 
